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大阪府印刷工業組合
理事長　作道　孝行

マーケティング委員会
委員長　山本　順也

　時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

　平素は、大阪府印刷工業組合の運営に格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

大阪府印刷工業組合　マーケティング委員会では、2017年10月に開催いたしました

「第8回メディア・ユニバーサルデザインコンペティションＭＵＤグランプリ審査会」に

おきまして高い評価を得た作品を「受賞作品集」として冊子にまとめました。

　今回は当組合8回目のコンペでありましたが、各方面から一般の部6点、学生の部

38点の合計44点のご応募をいただきました。今回もレベルの高い作品が数多く寄せ

られました。寺井剛敏審査委員長をはじめとする7名の審査委員による厳正なる審査

の結果、合計6作品が選出されました。

　それぞれの入選作品におけるメディア・ユニバーサルデザインに対する工夫点など

ご覧いただき、メディア・ユニバーサルデザインの概念をさらに深めていただくための

ツールとしてご活用いただければ幸いです。また本コンペティションを通して、高齢

者・障がい者・子供・外国人に対して配慮する心を育み、より良い社会を創っていくこ

とにつながれば幸いです。

　最後になりましたが、本コンペティションの趣旨にご賛同いただきご後援・ご協力を

いただきました皆様、および作品をご応募いただきました企業・個人・学生の皆様、審

査会にてご審査いただきました審査委員の皆様に心より御礼申し上げます。

第 8 回  ＭＵＤグランプリ
受賞作品集の制作にあたり

　第8回を迎えた今回の出品数は、昨年を少し上回る44点（学生38点）の応募が集まった。

応募点数は年度ごとに増減しているが、全体のレベルが毎回向上していることは、審査委員一同嬉しく感じて

いる。このコンペティションで入賞した作品が、全日本印刷工業組合連合会主催のコンペティションでも最高

賞を受賞するなど、応募された作品のレベルは担保されており、いい意味で新規で応募する際のハードルと

なっている可能性が感じられる。

　また、第6回に入賞した作品が「避難所設営シールセット」として商品化された。コンペティション後も熊本

の被災地にある避難所で、試作品を使用してもらい、現場からの声をもとに利用者目線で刷新させ、商品化さ

れたことはコンペティションを運営する関係者及び審査委員にとっても嬉しいニュースとなった。

　今回も学生からの応募点数が多かったが、1次審査でも高い評価を受ける作品も複数あり、全体的なレベル

も含め学生の健闘が今年も目立った。今回も防災関連の出品が多く、北朝鮮のミサイルへの危機回避、ヒアリ

への対策、海・川について安全への配慮など、世の中に影響を与えた事件などを題材にした提案の応募もあった。

　コンペティションも回を重ねるごとに、何をテーマにするか？が出品する側としての悩みになってくると思わ

れる。昨年も伝えたことだが、新しい視点や提案の本質を見極めるには、日頃から俯瞰的にモノを見たり、考え

たりすることも重要だが、自らの視点を普通に保つことが重要だと感じている。その普通の中から見つける、

新しい発見にまだ提案されていない分野や可能性があると思う、そんな発見に今後も期待したい。

　大阪では、地域に限定した「大阪のここがええねん！」というテーマも設定していたが、応募数が昨年に続き

今年も少ないこともあり地域性だけでなく、今一度、作品募集について、分野別の募集やテーマ設定など、審

査委員の方々と協議し次年度からの応募については改善することを確認した。

　最後に、各種学校において演習での取り組みや、企業へのアプローチなど、事前告知に協力してくださった

関係者の熱意ある対応に感謝するとともに、次年度へ向けても応募数の増加を、今後も継続して対応していた

だくようにお願いしたい。

大阪府印刷工業組合
第8回 メディア・ユニバーサルデザインコンペティション講評
審査委員長　金沢美術工芸大学　視覚デザイン研究室　教授　寺井  剛敏
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避難所の中でも、受付に絞った作品。避難所でのヒアリングや現地調査から、利用者の目線で問題点を見つ
け、解決する方法を検討している姿勢が素晴らしい。避難所に受付があることすら知らない現状、ただ入館す
るためにあるのではなく、入館する際に、入館数、男女数、年齢、国籍などを確認・把握することで、必要な物資
の申請や配分など、情報を集約でき、色々なことが整理され避難上の運営がしやすくなるという、当たり前のこ
とだが、緊急時にこそ受付で情報を集約することの大切さを実感させ、並び方まで提案し、受付の時間短縮ま
で確認していることや日本人だけでなく、外国人への配慮まで検討されている、現場視点を高く評価した。

講  評工 夫 点

普段あまり重要視される事はありませんが、実際には様々な役割とそれに伴う多くの問題を抱えた「避難所の
受付」に着目しました。避難所で起こる様々な問題を広く解決でき、避難所が少しでも早く安全な場所に入れる
ための作品作りを目指しています。このセット一つで、受付までの誘導から受付を通り、避難所に入るまでの流
れがスムーズに行けるようになっています。従来の避難所の仕組みや使用されている物を精査し、根本的な仕
組み作りから考え直してこの作品を作りました。色覚障がいの方、支援が必要な方、外国人など関係なく、全て
の人がわかりやすく簡単に受付を通ることができるよう、作った一つ一つのアイテムに色彩や言葉、使い方な
ど細かい配慮をしています。

色覚シミュレーションオリジナル

「避難所かんたん受付セット」
大阪府知事賞

受 賞
作 品

大阪シーリング印刷株式会社　坂本　綾香　岡田　智子　山田あゆみ
　　　　　　　　　　　　　　杉原　啓二　米田友規子　乗松めぐみ
　　　　　　　　　　　　　　高　　平平　田川　晶子　宮武　靖子

【色覚に障がいのある方には、前頁がこのように見えている場合があります】



色覚シミュレーション
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オリジナル

受 賞
作 品

「水の事故防止教室」
大阪市長賞

大阪市立デザイン教育研究所　安藤　綾音

【色覚に障がいのある方には、前頁がこのように見えている場合があります】

水難事故によって毎年多くの人が被害に遭っています。警察庁によると昨年度の水難者は1742人で、そのう
ちの約半数は亡くなったり、行方不明になっています。このような社会の状況から、私は未然に水難事故を防止
したり、事故にあってしまったときや事故を見つけたときも命を繋げるようにしたいと思いました。そこで、自分
の命を守れるように、人の命を救えるようになるための教本『水の事故防止教室』を提案します。この作品は教
育機関での配布を想定して創っています。工夫点は、小学生のような小さな子どもにもわかりやすく、読みやす
くなるようにイラスト・漫画表現を用いて内容を展開した点です。解説文も難しい言葉・表現は避けたり、ＵＤ
フォントを使用することで、より多くの人が、内容を理解できるように配慮しました。

工 夫 点

毎年起こる水の事故について、キャラクター、イラストと文字のメリハリをうまくレイアウトして、読む
人の立場にたって工夫されている点を評価した。編集についても、色々工夫されており、なぜ事故は
起きるの？から「水べのやくそく」、「ふくそうともちもの」、「あぶないばしょ・あぶないとき（うみ、かわ）」、
「もしもじこにあったら」、「もしもじこをみつけたら」、「まとめ」まで、キャラクターを項目ごとに登場させ、
共感させることで、押し付けがましくなく、わかりやすく内容が入ってくるように制作されている点を高
く評価した。

講  評



色覚シミュレーション
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「オフィス防災ハンドブック」
大阪商工会議所会頭賞

受 賞
作 品

【色覚に障がいのある方には、前頁がこのように見えている場合があります】

災害の「対処」から「根本理解」へ防災意識のユニバーサル化
近年、防災意識の高まりから、災害発生時の行動を示す携帯ブックなどの制作がさまざまな企業・団体を中
心におこなわれています。
多くの場合、災害の対処法に重きをおいており、なぜその「対処」が必要なのかは省略されています。
この「オフィス防災」では、対処から一歩踏み込んだ基本情報の伝達による防災知識の共有（意識のユニバー
サル化）の大切さを理解してもらうことを目指しました。

工 夫 点

防災への意識が高まる現在、各自治体、企業なども色々検討しているが、なぜその対処が必要なのかが省
略されている点に注目し、対処から一歩踏み込んだ提案になっている点を評価した。オープンデータを活用し、
災害へのリアルな対処法の検討や、各コンテンツから、ピクトグラムを活用することでわかりやすく工夫され、
ハンドブックとしての完成度も高く、そのまま使用できるレベルまで踏み込んでおり、今後の商品化など是
非検討していただきたい。

講  評

オリジナル
㈱一心社　制作部

Office Disaster Prevention

■ Earthquake

■ Wind and flood damage

■ Fire

O
ffice Disaster Prevention

1

災害に備える
Preparing for a disaster

6

① 危機管理
Crisis management

　平成7年に発生した阪神・淡路大震災、平成23年の東日本大震災。そし
て近年著しい異常気象。自然の恵みにあふれた日本は、また自然の大いなる
脅威と向き合う運命にあります。
　近い将来に予測されている南海トラフ大地震では、これまでにない被害が発
生すると危惧されています。
　次なる災害に備えるために、次なる災害の姿を知っておくことも大切です。

「地震調査研究推進本部」資料より

今後30年間に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率

大阪
56％

神戸
45％

京都
13％

　大規模地震の発生予想について、研究を進めている政府の「地震調査研究
推進本部」が、今後30年以内に震度6弱以上の揺れに見舞われる確率を
示した2017年版の「全国地震予想地図」によると、大阪は56％、神戸は
45％、京都は13％となっています。毎年のように、関東～近畿、四国にかけ
て高い傾向にあります。

7

　大阪において想定されている「南海トラフ巨大地震」は、東海沖から四国沖
にかけての広大な領域を震源としています。地震の大きさはマグニチュード9
程度で、強い揺れはもちろん津波の来襲も広範囲にわたると予想されています。
　また、「東南海・南海地震」も大きな被害が予想されています。

南海トラフの活動による地震（南海トラフ巨大地震）の想定震度分布

死者　約12万人
※大部分は津波によるもので、避
　難が遅れた場合です。

全半壊建物　約296,000棟

死者　約100人

全半壊建物　約26,200棟

「大阪市危機管理室」資料より

「南海トラフ巨大地震」の脅威

９.０～９.１ 7.9～8.6
マ グ ニ
チュード

マ グ ニ
チュード

南海トラフ巨大地震 東南海・南海地震

9

　南海トラフ巨大地震発生後、津波はおおよそ110分で大阪平野に到達する
と予想されています。地震による地盤の液状化や津波により防潮堤などが倒壊
し、ゼロメートル地帯や地下街を含む中心市街地が浸水すると予測されていま
す。

大阪平野における津波の影響

H24.8.29　大阪市危機管理室
内閣府による南海トラフト地震・津波の想定結果

の公表に関する追加資料について

11

【震度予測結果】（左図）

被害者数量一覧

震度6強は、
・京都市
・宇治市
・城陽市
・日向市
・長岡京市
・八幡市
・京田辺市
・木津川市
・大山崎町
・久御山町
・精華町の一部に分布する。

※端数処理等の計算誤差により、府計及び総括表の数値と一致しないことがあります。
※被害が軽微な地域については「－」を記載しています。 

南海トラフ巨大地震京都市の被害想定

　 人的被害 建物被害

死者数
（人）

負傷者数 要救助者数
（人）

全壊
（人）

焼失建物
（棟）（人） 重症者数（人）

京都市 510 8,890 1,750 1,280 7,630 37,080

山城広域振興局管内 340 5,450 900 1,170 6,070 17,380

南丹広域振興局管内 － 240 10 10 130 －

中丹広域振興局管内 － 50 － － 190 －

丹後広域振興局管内 － 10 － － 1,740 －

府計 860 14,650 2,660 2,470 15,740 54,470

「京都府ホームページ」より
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② 防災対策
Disaster measures

　災害はいつどこで起こっても不思議はありません。そして災害を完全に避け
ることができなくても、災害を最小限に抑える減災に取り組むことはできます。
そのために会社として、部署として対策を立てておくことが大切です。

2

災害に向かう
Coping with a disaster

34

① 初動対応
Initial response

　大震災の発生時に人々がどのような行動をとったかの聞き取り調査では、約
40％の人が何もできなかったと回答しています。人は突然のことに対して、身
動きがとれなくなったり、意図しなかった行動に出てしまうことがあります。緊
急時にも適切な行動がとれるよう、被災を想定した対策が必要です。

初期対応の主な項目
●安全確保
●被害状況の把握
●人命救助（救急活動 /応急手当）
●2次災害の防止
●安否確認
●避難行動
●帰宅行動

36

● 火気使用設備用具や化学物質など、火災や爆発、危
険物流出の可能性がある場所では、設備の運転を停止
し、危険源の状態を確認します。

● 通電火災を防ぐため、スイッチをオフにし、コンセント
からプラグを抜いておきます。

● 従業員の安否や職場の被害状況を緊急連絡ルートにし
たがって報告するとともに、災害についての正確な情
報を入手します。

● 災害時には根拠のないデマやうわさが流れがちである
ため、ラジオや公共機関発表（災害対策本部）など、
確かな情報だけを信用します。

● 手荷物を持たずにとにかく避難すべきなのは津波な
ど、一刻を争う時だけです。

● ビルの損壊がなければ、BCP（事業継続）に不可欠な重
要データや財産を耐火金庫などに収納して保護します。

● 火災や爆発の恐れがある時は、責任者や担当者が屋
外に持ち出します。

２次災害の回避行動

連絡・情報の収集

重要データ・財産の保護

41

　地震の際に最も懸念される2次災害は火災です。対策として出火防止策を
徹底してとることです。そして初期消火活動が重要になります。人的被害を出
さないために、責任者の的確な指示や情報伝達も必要不可欠です。

　火が小さく、燃え広がっていなければ、消火器や消火栓などを使って消火
活動を行います。自衛消防隊などがあれば、指揮者の指示に従います。
■消火器の使い方

出火を確認した人は、たとえ小さな炎でも「○○が
燃えている！」「火事だ！」などと、大声で周囲に伝え
ます。その後、周囲の人と協力して、次の行動をします。
●火元を確認。
●火災報知機を鳴らす。
●119番通報する。
●防災センターに場所、状況を伝達する。
● 緊急時連絡網にしたがって関係各所へ連絡する。
※緊急時連絡網は壁などに大きく掲示しておきます。

出火確認・通報

初期消火

９. 帰宅困難者対策３. 災害時の行動基準　火災の場合

51

ライフラインの復旧時間およその日数

「阪神・淡路大震災の復旧・復興の状況について（平成 29 年 兵庫県）」などから作成

「東日本大震災の被害（内閣府）」などから作成

３

防災マニュアル
Disaster prevention manual

58

 緊急時
 行動マニュアル

Emergency 
action manual

● 災害発生後、責任者は従業員の動揺を防止するた
め、声を掛け合う。
● 従業員同士で声を掛け合い安全確認、ケガ人を把
握する。

● 救出・救援責任者、応急救護訓練を受けた人が中
心となって応急手当を行う。
● ケガ人を安全な場所に移動させてから応急手当を
する。
● ケガ人を医療機関に搬送するときは、ケガをした
状況などをメモにしておく。

●最寄りの病院　●所在地
●電話番号　　　●地図　
●搬送手段
●担架の保管場所（ケガ人の氏名、ケガの程度など）

●オフィス家具、機器類などの下敷きになった人を救出。
● 余震による転倒物、落下物による被害がないよう
警戒して作業を行う。
● 別の場所や知らない場所に救助にいく場合、単独
行動は避けて、複数人でいく。

●従業員の人数
●外出者数、ケガ人の数などを防災対策本部へ報告
●防災センターへの状況報告

従業員の安全確認

応急手当

ケガ人の搬送

ケガ人の救出

防災対策本部への
報告

災害発生後の状況確認

９. 帰宅困難者対策１. 職場単位の行動マニュアル（例）

59

　防災対策本部の設置と関わる事項を規定させ、組織的な防災を実践してい
きます。基本的な決定事項を紹介します。

※　組織は、企業・団体の規模や状況に合ったものにすることが大切です。

防災対策本部の設置と各責任者

９. 帰宅困難者対策２. 防災対策本部の行動マニュアル（例）
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受 賞
作 品

【色覚に障がいのある方には、前頁がこのように見えている場合があります】

日常生活の中から見つけた、食事のテーブルマナーについて学べるかるた。お家用と外食用の2種類が用意さ
れており、クイズ形式で楽しみながら学べるようにイラストでわかりやすく表現している点が評価された。イラ
ストでは、持ち方や挨拶など、言葉ではなくイラストで表現することで、小さいこどもでもポーズを真似るなど、
親子のコミュニケーションが生まれる可能性も感じられ、乗り物編などかるたのバリエーションも検討している
点も合わせて評価した。

講  評

オリジナル

親と子どもが遊びながら、楽しくテーブルマナーを学べるかるたです。
マナーの解説が記載されているので、子どもがテーブルマナーを覚えやすく、親自身もより理解を深めながら
マナー教育を行えます。
難易度の違う２種類のかるたで、子どもの年齢や学習内容に応じて段階別に遊ぶことが可能です。ローマ字の
ルビや英訳も記載しているので、外国のお友達とも一緒に遊べます。誰にでも見やすい色・分かりやすいイラ
ストを使用。収納には簡単に取り出せて片付けしやすい形状のパッケージで作成しました。

工 夫 点

「遊びながら学ぶ！テーブルマナーかるた」
大阪府印刷工業組合賞

大阪シーリング印刷株式会社　白川　　舞　河澄香奈子　勝山　優行
　　　　　　　　　　　　　　富田美奈子　佐藤　由実　佐野　雪穂
　　　　　　　　　　　　　　宮西　麻紀　池田　　恒
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オリジナル

色覚シミュレーション

オリジナル

「手紙の書き方ｂｏｏｋ」
審査員特別賞

受 賞
作 品

受 賞
作 品

大阪市立デザイン教育研究所　木村　佳苑

最後に手紙を書いたのはいつですか。最近では機械で文字を打つことがほとんどで、大人でも手紙の書き方を知らない人
が多くいます。そこで、手紙の書き方のルールをコンパクトにまとめた「手紙の書き方book」を作りました。横書きの手紙
と縦書きの手紙ではルールが多少異なるため、２種類製作しました。レターセットに同封することを想定して、折った状態
で洋型２号サイズ（114×162mm）になるよう設計しました。山櫻のＵＤ封筒とコラボできたらいいなと密かに考えていま
す。視覚障害者にも見やすい配色を使い、フォントには小さい字でも読みやすいＵＤフォントを使用しました。

工 夫 点

現在の日本で必要だと思うものを意識して作成しました。
工夫点
・ユニバーサルデザイン仕様のフォント
・配色による見にくさを防ぐためにモノトーンを採用
・情報をシンプルにまとめる

工 夫 点

SNS、メールなどに慣れた現在、手紙を書く人が減っている現状をふまえて、あえて手書きの手紙を書きませんか？と問い
かける提案。いざ、手書きで手紙を書くとなると、書き始めは何から書いたらいいのか、失礼にならないようにするにはな
ど、それが面倒になり、メールで簡単にすませることが多いように思う、そんな面倒な部分を丁寧に解説してくれるガイドが
あり、全文、主文、末文、季節の表現など、忘れていた思いやりの気持ちを思い出させてくれる、久しぶりに手紙を書いてみ
ようと思わせる作品となっている。

講  評

北朝鮮のミサイル発射など、最近の脅威をテーマにした緊急事態における標識の提案。
シンプルな表現の中にQRコードを入れることで、詳細情報はスマホなどで入手させるなど、情報を整理している点も評価
した。また、デジタルサイネージは、緊急時にのみ表示されるなど平常時と緊急時のメリハリがより緊急性を感じさせ、シ
ンプルな矢印で避難する方向を誘導する画面が斬新な印象を受けた。講  評

「メディアユニバーサルデザイン緊急避難標識」
審査員特別賞

バンタンデザイン研究所　キャリアカレッジ大阪校　船﨑　康平

■Goole Maps
経路図の標示・音声案内との併用

■館内マップ
どこのフロアへ避難するか？

■その他の情報
避難に関する情報
国民保護ポータルサイトなど

etc.

【色覚に障がいのある方には、このように見えている場合があります】 【色覚に障がいのある方には、このように見えている場合があります】



 M U D 審 査 風 景・ 表 彰 式 風 景 

審　査 ： 平成 29 年 10 月 21 日（土）大阪印刷会館 会議室 にて
表彰式 ： 平成 29 年 11 月 21 日（火）太閤園 にて

審 査 風 景

山本順也委員長 挨拶 作道孝行理事長 挨拶 浦久保康裕MUD協会理事長 講評

表 彰 式 風 景

大阪府知事賞
大阪シーリング印刷株式会社
坂本　綾香・岡田　智子・山田あゆみ
杉原　啓二・米田友規子・乗松めぐみ
高　　平平・田川　晶子・宮武　靖子

大阪市長賞
大阪市立デザイン教育研究所
安藤　綾音

審査員特別賞大阪府印刷工業組合賞

（敬称略）

大阪シーリング印刷株式会社
白川　　舞・河澄香奈子・勝山　優行
富田美奈子・佐藤　由実・佐野　雪穂
宮西　麻紀・池田　　恒

大阪市立デザイン教育研究所
木村　佳苑
バンタンデザイン研究所 キャリアカレッジ大阪校
船﨑　康平
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2017 第 8回　大阪府印刷工業組合
メディア・ユニバーサルデザインコンペティション
ＭＵＤグランプリ 受賞作品集
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大阪商工会議所会頭賞
㈱一心社　制作部
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